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4 社会実験時の安全対策計画について 

 

社会実験の安全かつ円滑な運営や自動車交通に伴う道路混雑の緩和等を図るため，警備員等を

配置し，自主整理を行う。 

 

4.1 配置人数 

• 約 120 名（ガードマン：約 100 名，交通誘導員：約 20 名） 

（※実験実施中の一日当たりの最大配置人数） 

 

4.2 役割 

① 交差点における自動車の誘導 

② 周辺道路における自動車の迂回誘導 

③ 駐停車の抑制 

④ 四条通・細街路における歩行者の誘導 など 

 

4.3 看板・垂れ幕配置数 

• 広報看板，垂れ幕：約 100 枚 

• 臨時交通規制看板：約 20 枚 
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警備員等の配置(案) 


